
花崗岩
マグマが地中深くでゆっくりと冷えて形成された、深成岩の一種。主
成分が石英と長石で、他に 10％程度の有色鉱物（黒雲母等）を含み、
全体的に白っぽく見えるものです。

【特 徴】
結晶粒子が大きく、かつ鉱物結晶の熱膨張率が異なるため、昼夜の温
度差等により、風化（表面がボロボロ）しやすい。 
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【猿ヶ城渓谷周辺の地質図】
出典：産総研地質調査総合センターウェブサイト
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他にも沢山！ジオサイト

Point ！

■高隈山花崗岩体

■四万十累層群

■入戸火砕流堆積
　物（シラス）

◎太崎観音崎
牛根の国道 220 号沿いの海岸
で、大隅半島の西側に広く分
布する、9000 万年～ 6600 万
年前の四万十累層群の堆積岩
を観察でき、地質学の学習等
での活用が期待できます。

桜島・錦江湾ジオパークには、見応えたっぷりの絶景や、ツアー、イベント、体験プログラム、特産品な
ど、魅⼒を体験できる仕組みがいっぱいです。詳しくは、体験プログラムＰＲ動画をご覧ください。

◎とんとこ網漁
錦江湾の最も深い場所が主な
漁場となっており、長さ約
2,000ｍのロープを船の後ろに
伸ばして海底まで降ろし、ゆっ
くりと巻き取る巧みなロープ
捌きを要する伝統的な漁法。

◀
体
験
動
画
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